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毎
年
９
月
15
日
の
敬
老
の
日

に
「
新
潟
を
ど
り
」
と
し
て
、

古
町
芸
妓

げ

い

ぎ

総
出
演
に
よ
る
日
本

舞
踊
の
催
し
が
開
か
れ
て
お

り
、
今
年
で
第
12
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

新
潟
で
は
１
日
し
か
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
京
都
の

「
都
を
ど
り
」
や
「
鴨
川
を
ど

り
」
は
約
１
カ
月
の
長
期
開
催

で
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
観
客

も
集
ま
っ
て
来
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
舞
踊
を
楽
し
む

客
層
の
厚
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

私
は
今
年
の
新
潟
を
ど
り

を
、
学
生
時
代
の
同
級
生
と
そ

台
は
い
ず
れ
も
美
し
く
、
華
や

か
で
そ
し
て
艶つ

や

や
か
な
も
の
ば

か
り
で
、
２
時
間
の
舞
台
が
大

変
短
く
感
じ
ら
れ
る
充
実
し
た

内
容
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

遠
方
か
ら
来
た
同
級
生
た
ち

か
ら
も
、
新
潟
に
は
素
晴
ら
し

い
も
の
が
残
っ
て
い
る
ね
と
高

の
夫
人
た
ち
も
含
め
た
大
勢
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
本
格
的
な
日
本
舞
踊

を
見
る
機
会
は
滅
多

め

っ

た

に
無
い
こ

と
な
の
で
、
踊
り
の
上
手
下
手

や
、
踊
り
の
表
現
の
理
解
力
も

少
な
い
の
で
す
が
、
さ
す
が
に

市
山
流
宗
家
の
演
出
に
よ
る
舞

て
き
た
も
の
だ
け
に
、
理
解
力

の
少
な
い
も
の
に
も
一
種
の
共

感
を
与
え
る
よ
う
な
魅
力
が
備

わ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。長

唄
や
小
唄
と
い
っ
た
唄
と

三
味
線
、
笛
、
鼓
の
曲
に
合
わ

せ
て
踊
る
の
で
す
が
、
ひ
と
り

い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

公
演
の
中
で
は
、
使
用
さ
れ

る
鼓
や
篠
笛

し
の
ぶ
え

、
能
管
の
解
説
な

ど
も
あ
り
、
ず
い
ぶ
ん
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
伝
統
芸
能
は
日
本

人
社
会
の
中
で
長
年
に
わ
た
り

親
し
ま
れ
、
育

は
ぐ
く

ま
れ
、
磨
か
れ

れ
る
家
柄
で
す
が
、
江
戸
（
東

京
）
、
大
坂
（
大
阪
）
が
中
心

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
都
市
に

は
京
都
の
井
上
流
、
名
古
屋
の

西
川
流
、
新
潟
の
市
山
流
が
あ

る
だ
け
と
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
大
変
貴
重
な
存
在
と
申

せ
ま
し
ょ
う
。

で
踊
る
も
の
、
大
勢
で
踊
る
も

の
、
花
道
を
利
用
す
る
も
の
な

ど
実
に
多
彩
な
舞
台
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
舞
踊
の
宗
家
・
家
元
と

い
え
ば
、
古
く
か
ら
の
伝
統
の

踊
り
を
伝
え
る
流
派
の
代
表
と

し
て
格
式
を
守
っ
て
き
て
お
ら

来
年
夏
に
は
、
吾
妻
流
、

市
山
流
、
西
崎
流
、
藤
間
流

を
は
じ
め
と
し
た
約
10
流
派

の
総
出
演
に
よ
る
日
本
舞
踊

協
会
新
潟
県
支
部
の
舞
踊
公

演
が
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

時
に
は
、
日
本
の
伝
統
芸

能
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
み

る
こ
と
も
良
い
こ
と
だ
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

２
０
０
２
年
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー

の
国
内
販
売
分
チ
ケ
ッ
ト
（
第

１
次
販
売
）
の
申
し
込
み
が
、

あ
す
２
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
「
開

催
地
住
民
向
け
」
と
「
一
般
向

け
」
の
２
つ
の
チ
ケ
ッ
ト
枠
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
両
方

へ
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ず
れ
の
チ
ケ
ッ
ト
枠
も
、

期
間
中
に
予
定
枚
数
を
超
え
る

申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
、
当
選
者
に
は
来
年

１
月
こ
ろ
通
知
さ
れ
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
枠
の
種
別
に
よ
っ

て
、
申
込
用
紙
の
配
布
場
所
や

申
し
込
み
先
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間
　
あ
す
２
日
〜

10
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み
に
関
す
る
注
意
事
項

①
チ
ケ
ッ
ト
枠
（
開
催
地
住
民

向
け
・
一
般
向
け
）
ご
と
に
１

人
１
申
し
込
み

②
１
試
合
に
つ
き
４
人
分
ま
で

の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
が
可
能

③
生
年
月
日
が
１
９
８
２
年

（
昭
和
57
年
）
４
月
１
日
以
降

の
人
は
親
権
者
の
同
意
が
必
要

※
前
記
事
項
に
反
す
る
場
合
や

申
込
用
紙
に
記
入
漏
れ
が
あ
る

場
合
な
ど
は
無
効
と
な
り
ま
す

開
催
地
住
民
向
け
チ
ケ
ッ
ト

新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
（
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
）
の
３
試
合
に
つ
い
て
、

新
潟
県
民
の
み
を
対
象
と
し
た

チ
ケ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

販
売
枚
数
は
、
３
試
合
の
合

計
で
約
１
万
枚
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
人
１
試
合
の
当
選
が
原

則
で
す
が
、
申
し
込
み
が
予
定

枚
数
に
達
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
複
数
の
試
合
に
当
選
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
込
日
現
在
、
申
し

市
會
津
八
一
記
念
館
で
は
、

財
団
法
人
會
津
八
一
記
念
館
と

し
て
開
館
し
て
か
ら
25
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
10
月

５
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
特
別

展
「
逆
境
か
ら
の
再
出
発
〜
中

条
時
代
の
會
津
八
一
」
を
開
催

し
ま
す
。

八
一
は
、
昭
和
20
年
５
月
か

ら
翌
年
７
月
ま
で
、
中
条
町
に

疎
開
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、

早
稲
田
大
学
教
授
職
の
辞
任
、

空
襲
に
よ
る
罹
災
、
養
女
き
い

子
の
病
没
な
ど
悲
運
が
続
き
、

八
一
の
人
生
で
最
も
多
難
な
時

期
で
し
た
。

そ
ん
な
中
に
あ
り
な
が
ら
、

八
一
の
詩
魂
は
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
、
き
い
子
を
追
悼
し
た
「
山

鳩
」
や
、
そ
の
後
の
独
居
生
活

を
歌
っ
た
「
観
音
堂
」
な
ど

数
々
の
秀
歌
を
詠
ん
で
い
ま

す
。同

特
別
展
で
は
、
中
条
で
所

蔵
さ
れ
て
い
る
八
一
の
昭
和
初

期
の
書
作
か
ら
、
昭
和
25
年
ご

ろ
ま
で
の
墨
蹟
と
書
簡
な
ど
を

展
示
。
八
一
と
町
の
人
々
と
の

交
わ
り
や
、
八
一
の
書
風
の
変

遷
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
中
、
毎
週
土
曜
日
の
午

前
11
時
か
ら
作
品
解
説
会
を
実

施
し
ま
す
。

会
期

10
月
５
日
〜
11
月
５
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
※
月

曜
日
と
10
月
10
日
は
休
館
、
た

だ
し
10
月
９
日
は
開
館

観
覧
料

一
般
５
０
０
円
、
大

学
生
３
０
０
円
、
高
校
生
２
０

０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

「
山
鳩
」
を
題
材
に

講
演
会
を
開
催

10
月
７
日
に
は
、
文
芸
評
論

家
の
喜
多
上
さ
ん
を
迎
え
「
挽

歌
『
山
鳩
』
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
７
日
午
後
２
時
〜

４
時

会
場

市
美
術
館

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

同
記
念
館
（
�

２
２
２
・
７
６
１
２
）
へ
　
※

10
月
３
・
４
日
は
展
示
替
え
の

た
め
に
休
館
し
ま
す

市會津八一市會津八一�
記　念　館記　念　館�

10/5
か
ら
特
別
展
�
逆
境
か
ら
の
再
出
発
�

込
み
を
す
る
人
お
よ
び
同
行
者

の
全
員
が
県
内
在
住
者
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

申
込
用
紙
配
布
場
所

市
役
所

本
館
案
内
、
地
区
事
務
所
、
県

庁
、
県
財
務
事
務
所
（
川
岸
町

３
）
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

申
し
込
み
先

申
込
用
紙
を
専

用
封
筒
で
「
県
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
推
進
室
」
へ
　
※
あ
て
先
な

ど
は
封
筒
に
印
刷
済

一
般
向
け
チ
ケ
ッ
ト

全
国
の
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
新
潟
会
場
で
行
わ
れ
る
試

合
を
含
む
国
内
全
32
試
合
の
中

か
ら
、
最
大
で
６
試
合
の
チ
ケ

ッ
ト
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
新
潟
会
場
の
３
試

合
に
つ
い
て
は
、
同
一
試
合
に

お
け
る
「
開
催
地
住
民
向
け
チ

ケ
ッ
ト
」
と
の
重
複
当
選
は
あ

り
ま
せ
ん
。

申
込
用
紙
配
布
場
所

郵
便

局
、
主
要
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
ほ
か

申
し
込
み
先

申
込
用
紙
を
専

用
封
筒
で
「
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
（
日

本
組
織
委
員
会
）
」
へ
　
※
あ

て
先
な
ど
は
封
筒
に
印
刷
済

良
寛
１
７
０
年
祭
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
５
月
20
日
に

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術
文

化
会
館
）
の
能
楽
堂
で
上
演
さ

れ
た
、
創
作
能
「
日
輪
月
輪
〜

良
寛
上
人
と
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
の
物
語
」
の
ビ
デ
オ
が
完
成

し
、
あ
す
２
日
か
ら
貸
し
出
し

を
行
い
ま
す
。

同
創
作
能
は
、
市
と
全
国
良

寛
会
で
組
織
す
る
「
良
寛
１
７

０
年
祭
大
会
委
員
会
」
が
、
京

都
国
際
能
楽
研
究
所
の
湯
浅
裕

子
さ
ん
に
制
作
を
依
頼
し
た
作

品
で
す
。
「
生
命
を
尊
び
、
万

日
本
海
タ
ワ
ー
を
10
月
８
・
９
日
に
無
料
開
放
し
ま
す
。

こ
の
無
料
開
放
は
、
昭
和
45
年
に
水
道
創
設
60
周
年
事
業
と

し
て
建
設
し
た
日
本
海
タ
ワ
ー
が
、
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

日
時

10
月
８
・
９
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

日
本
海
タ
ワ
ー
（
�
２
２
９
・
０
０
２
０
）
へ

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

物
が
平
和
に
共
に
生
き
る
こ
と

を
望
む
」
と
い
う
良
寛
と
聖
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
共
通
す
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弟

子
で
あ
る
貞
心
尼
と
聖
キ
ア
ラ

を
通
し
て
語
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
本
市
で
初
演
さ
れ

た
同
創
作
能
を
、
多
く
の
人
か

ら
鑑
賞
し
て
も
ら
お
う
と
ビ
デ

オ
を
制
作
。
外
国
人
向
け
に
、

英
語
の
字
幕
を
入
れ
た
日
英
版

も
つ
く
り
ま
し
た
。

同
ビ
デ
オ
は
約
１
２
０
分
で
、

演
能
す
べ
て
を
収
録
し
た
本
編

と
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
良
寛
の
ふ

る
さ
と
新
潟
の
情
景
な
ど
を
交

え
た
映
像
で
構
成
し
て
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
場
所

文
化
振
興
課

（
市
役
所
第
２
分
館
６
階
）、
広

報
課
（
市
役
所
本
館
４
階
）
、

地
区
事
務
所
　
※
日
英
版
は
文

化
振
興
課
の
み

問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課

（
�
内
線
２
１
５
５
）
へ

チケットに関する問い合わせ

�ＪＡＷＯＣチケットセンター
�03-3287-1199
（月～金曜日午前10時～午後６時、祝日を除く）

�第１次販売チケットインフォメーション
�0180-993-531
（24時間テープ対応、携帯電話・ＰＨＳ不可）

表　新潟会場のチケット価格表

※試合の組み合わせは来年12月に決まる予定

カテゴリー１

（メイン・バックスタンド）

カテゴリー２

（コーナー側）

カテゴリー３

（ゴール裏）

予選リーグ

（６／１・３）

１７,０００円

１２,０００円

７,０００円

決勝トーナメント

（６／15）

２６,０００円

２０,０００円

１２,０００円

新
　
潟
　
を
　
ど
　
り

大 畑 少 年 セ ン タ ー
申し込み 同センター（�228-4100）へ
�七宝でブローチを作ろう！
日時 10月14日午前９時～正午
対象 小学３年～中学生先着30人
参加費 500円
�さがして、焼こう！いもまつり
日時 10月28日午前９時～正午
対象 小・中学生先着30人
参加費 300円

ゆ り か ご 学 級 � 期
内容 子育てについての学び合い
対象 平成12年５月～７月生まれの子
どもの親各会場先着30人　※保育あり、
先着20人、１人１回100円
参加費 500円　申し込み 電話で会場へ

こども創作活動館 もこペンあそび
日時 10月15日午後２時～３時
内容 特殊なペンを使ったペンダント作り
対象 ５歳～中学生先着30人
参加費 50円
申し込み 同館（�279-2113）へ
※月曜休館、幼児は保護者同伴

留学生のためのバザー 提供品募集
持込期間 10月６日～24日
持込場所 新潟国際友好会館（上大川前
通6）、西地区事務所
内容 電化製品、家具、寝具、防寒具
（新品かクリーニング済のもの）、ほか
問い合わせ 新潟国際友好会館（�
225-2777）へ

大形公民館 実用書道初心者講習会
日時 10月16日～11月27日隔週月曜日
午後７時～９時
対象 成人先着10人　参加費 680円
申し込み 同館（�270-8133）へ

景　観　講　座
会場 市美術館　定員 各日先着100人
参加費 各日200円
申し込み 建築指導課都市景観室（�内
線2810）へ
期　日
10・21
11・18
来年１・27

新潟の景観を考える
都市の緑と景観
新潟の景観と色彩

午後１時半
～３時

内　　容 時　間

市役所周辺駐車場案内
市役所本館および分館の駐車場が混雑

している場合は、白山公園または陸上競
技場の駐車場を利用してください。
※市役所の用務での利用は、市役所駐車
場と同じ取り扱いとなります
�10月中旬までに周辺駐車場の混雑が予
想される日
期　日
１・８
２～５

午後・夜
夜

７・９・14
10・11

午後
夜

時間帯 期　日 時間帯

会　場 期日（全７回） 時　間
西地区公民館（�261-0031） 11/２～12/14

午前10時
～正午

中央公民館（�223-7070）
11/２～12/21鳥屋野地区公民館

（�285-2371）

りゅーとぴあ ロビーコンサート
日時 きょう１日午後０時半～午後１時
会場 同館コンサートホールホワイエ
内容 東京交響楽団団員による演奏
曲目 コントラバスと弦楽のための四重
奏曲第２番ニ長調、ほか
問い合わせ 同館事業課（�224-7000）へ

エコープラザ リサイクル品展示提供
展示期間 10月８日～19日
公開抽選日 10月27日
問い合わせ 同プラザ（�270-3009）へ
※期間中、新聞、雑誌、チラシ、ダンボ
ールの回収を行います

坂井輪児童館 リース作り教室
日時 10月28日午前９時半～11時半
対象 小学生先着20人　参加費 100円
申し込み 同館（�269-3154）へ　※月
曜休館

ワールドカップ日本
組織委員会の都合に
より、10月２日から
の申し込み書の配布
が延期になりました。


